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〈解説〉 

 1  文法・語法 4択 

1. 「その集団の人々が健康で長生きするためには、食事を改善しより十分な栄養素を含むようにする必要

がある」 
(a) adequate 「適切な、十分な」 
その他の選択肢の意味は、(b) grateful 「感謝している」、(c) pale 「青白い」、(d) vulnerable 「傷つきや
すい」である。 

 
2. 「誤解しないでください。私はただ疑問を投げかけているだけで、人々に根本的に新しい、あるいは異

なる方法で行動させようとしているわけではない」 
(a) fundamentally 「根本的に、基本的に」 
その他の選択肢の意味は、(b) generously 「寛大に、気前よく」、(c) merely 「単に」、(d) solemnly 「厳
粛に、おごそかに」である。 
 

3. 「報告によると、そのスポーツの多くの忠実なファンが、国内外からこの年一回のイベントのために何

度も続けてその公園を訪れる」 
(a) consecutive 「連続した、続けての」 
その他の選択肢の意味は、(b) hostile 「敵意がある」、(c) unaware 「気づいていない、知らない」、(d) 
vicious 「残虐な、意地の悪い、邪悪な」である。 

 
4. 「これらの国際的な巨大 IT 企業が市場ではっきりとしたシェアを占めていることを考慮すると、そう

した企業がもっとも早く従業員をリストラし始めていることは奇妙に思われるかもしれない」 
(d) odd 「奇妙な、変な」 
その他の選択肢の意味は、(a) quantitative 「量的な、定量的な」、(b) fragile 「壊れやすい、もろい」、
(c) distant 「遠い、遠方の」である。 

 
5. 「その医師は、同じ日に何度も、私たちから見れば非常に困難と思われる病気に遭遇したにもかかわら

ず、驚くほど冷静だった」 
(c) numerous 「多数の、非常に多くの」 
その他の選択肢の意味は、(a) extinct 「絶滅した、すたれた」、(b) fiscal 「財政上の、財務の」、(d) plausible 
「妥当な、もっともな」である。 

 
6. 「若者たち全般が、この時期ずっと家に留まるのに気乗りしなかったのは無理もないことだった。『少

数の親しい友人と出かけて感染する可能性なんてどのくらいあるんだ？』と心の中で思っていたにちが

いない」 
(c) chances 「可能性、見込み」 
その他の選択肢の意味は、(a) ailments 「病気、不安定」、(b) borders 「境界、へり」、(d) matters 「問
題、事情」である。 

 
7. 「普通の人にとって、ソーシャル・メディア上の意見は実際よりもはるかに隔たっていないように思わ

れるが、それはソーシャル・メディアがユーザーを彼らの関心や志向と一致する投稿に自動的に導く傾

向があるためである」 
(a) divided 「隔たった、分裂した」 
その他の選択肢の意味は、(b) excluded 「除外されている」、(c) modified 「修正されている」、(d) obsessed 
「心を奪われている、とりつかれている」 
 
 



 

8. 「研究者たちが実験データを用いて示したのは、その結果は被験者の年齢に左右されてはおらず、被験

者の属する年齢集団とは関係なくその治療を受けた人々だけが改善している、ということである」 
(b) mediated 「左右する、影響を与える、調停する」 
その他の選択肢の意味は、(a) evaded 「逃れる、回避する」、(c) prohibited 「禁止する」、(d) resumed 「再
開する、戻る」である。 

 
 

 2  不要文削除 

1. 本文の主題は植物の発する音声の研究である。 
不要文(d)「偽装マイクをしかけることは容疑者の発言を記録するための一般的な手法である」は、主題
である植物の発する音声にはまったく関係のない話題である。Plantingやmicrophonesなどの語はまぎら
わしいが、suspected individuals「容疑者」は本文の主旨と無関係である。また、下線部(d)の前後が実験に
用いられたAIアルゴリズムの話で明らかに連続性があるのも判断の根拠になる。 

 
＜全訳＞ 
 植物愛好家は植物に話しかけることがそれらの成長を促すと信じている。この考えには一抹の真実が含ま

れているかもしれないということを科学者たちが明らかにした。植物はストレスが与えられると音を発する

ということを研究者が発見したのだ。その音は人間の泣き声あるいは叫び声に似ている。その音は私たちが

解釈し、植物の要求に応えることができるほど具体的であると科学者は考えている。残念ながら、植物が発

する音は人間の耳では聞き取れないほど高い周波数である。人間は 16キロヘルツまでの周波数しか聞こえな
い。科学者たちは特殊な AIアルゴリズムを用いて、植物から発せられる最大 250キロヘルツまでの超音波を
検出した。さらにAIは、植物から発せられる異なる種類の音を識別した。 
 
不要文：(d)「偽装マイクをしかけることは容疑者の発言を記録するための一般的な手法である」 

 
2. 本文の主題はAANHPI文化遺産月間の意義についてである。 

不要文(c)「アメリカにはアジアだけでなくヨーロッパを含む全世界からの移民がいる」は、AANHPI（ア
ジア・ハワイ・太平洋諸島系アメリカ人）以外のルーツを持つ移民に言及しているので、AANHPI文化
遺産月間の意義を述べる本文の主旨にそぐわない。 

 
＜全訳＞ 
 私のような誇り高いアジア系アメリカ人にとってさえ、アジア人の出自を示す最新の略語の進化は少しや

やこしい。しかし、その進化する呼称が５月のアジア・ハワイ・太平洋諸島系アメリカ人文化遺産月間に重

要な意味を加えているのであり、それは苦闘の末に手にした記念すべき期間である。かつてはアジア・太平

洋諸島系アメリカ人文化遺産月間、略して AAPI 月間、として知られていたが、この月は、AANHPI の豊か
で多様な文化と伝統、そしてアメリカへの貢献を称えるものである。AANHPI の意味は、もうおわかりかも
しれないが、決して単純なものではない。そこに含まれるいずれの文化も、固有の来歴、経験、物語をもつ、

活気に満ちた民族集団を表しているのである。 
 
不要文：(c) 「アメリカにはアジアだけでなくヨーロッパを含む全世界からの移民がいる」 

  



 

 3  文中語句整序 

(1) (Having) emitted about 500 gigatons of carbon, we are now about halfway to the first tipping point. 
「約 500ギガトンの炭素を既に排出してしまったので、私たちは今や最初の転換点のおよそ半分のとこ
ろまで来ている」 

 
文頭の “Having” の後に(d) emitted about を置くことで完了分詞構文をつくる。about は数の前に置く
と「約～」という意味になることから、 (a) 500 gigatons、(c) of carbon, we are の順に並べると、“Having 
emitted about 500 gigatons of carbon”「約 500ギガトンの炭素を既に排出してしまったので」という意味に
なる。ここで、be 動詞の “are” を「存在する」という意味にとれば、(f) now about halfway to を後続さ
せることで「私たちは今や～までおよそ半分のところまできている」という意味になる。最後に、前置

詞 to の目的語として (b) the first、 (e) tipping point を置く。 “tipping point” とは「大きな転換点」とい
う意味で、第 1段落第 3文で具体的に「あるシステムの挙動が不可逆的に変化する臨界閾値」と説明さ
れている。 

 
(2) (Air and) water temperature, ocean currents, precipitation and other factors all determine how quickly the ice 

sheet melts and where it loses ice. 
 「大気と海水の温度や海流、降水量、その他の要因全てによって、氷床がどのくらい早く融解するか、

そしてどこで氷が消失するかが決まる」 
  
  “Air and” の後に (f) water temperature, ocean、(e) currents, precipitation and other、(b) factors all determine 

の順に後続させることで、 “Air and water temperature”、 “ocean currents”、 “precipitation”、 “other factors” 
を文の主語として “and” で並列させる構造をつくる。ここでの “all” は「全て」という意味で、主語と
同格で用いられている。その後に、(a) how quickly the ice sheet、(d) melts and、(c) where it loses ice の順に
並べ、動詞 “determine” の目的語として、 疑問詞の how 節と where 節を and で並列させる構造をつ
くる。 

 
(3) (They) first used simulations with constant temperatures to find equilibrium states of the ice sheet, or points where 

ice loss equaled ice gain. 
 「氷床の平衡状態、つまり、氷の消失と増加が等しくなる点を見つけるために、彼らはまず、一定の気

温下でのシミュレーションを行った」 
  文の主語 “They” の述部として(b) first used simulations を最初に置く。その後に、(a) with constant、(f) 

temperatures to を置くことで、 “with constant temperatures” が形容詞句として “simulations” を修飾し、
「一定の気温下でのシミュレーション」という意味をつくる。”to” の後には(e) find equilibrium states of 
the を後続させ、 to 不定詞（目的）の句を作る。 なお、“equilibrium states” は「平衡状態」という意味
である。定冠詞 the に続く形で(d) ice sheet, or points where ice loss、(c) equaled ice gain の順に並べる。こ
こでの “or” は同格の接続詞であり、 “equilibrium states of the ice sheet（氷床の平衡状態）” が “points 
where ice loss equaled ice gain（氷の消失と増加が釣り合った点）” であることを説明している。 

 
(4) (Global air temperatures) have to remain elevated for hundreds of years or even longer for this feedback loop to 

become effective; a quick blip of 2 degrees Celsius wouldn’t trigger (it, Höning said.) 
 「このフィードバックループが影響を及ぼすようになるには、地球全体の気温が、数百年あるいはさら

にそれ以上、上昇し続けなければならない。つまり、摂氏 2度急上昇したくらいではそういったことは
起こらないだろう、とヘニングは述べた」 

  
  主語 “Global air temperatures” の述部として、(e) have to remain elevated for、(c) hundreds of years or even 

longer の順に並べれば、「地球全体の気温が、数百年あるいはさらにそれ以上、上昇し続けなければなら
ない」という意味になる。さらにその後に、(f) for this feedback loop、(b) to become effective とすれば、 
“this feedback loop” が “become effective” の意味上の主語となり、「このフィードバックループが影響を



 

及ぼすようになるためには」という意味の to 不定詞句（目的）になる。なお、 “this feedback loop” は
前文の内容を指している。セミコロンの後の “a quick” に続く形として、(d) blip of 2 degrees Celsius を
置き主語とし、動詞を (a) wouldn’t trigger とし、“trigger” の目的語 it に続く形をつくる。なお、blip は
「急激な変化」という意味であるが、ここでは「急上昇」の意味で用いられている。 

 
 

 4  長文読解 

1. ［空所補充］ 
(1) (c) A hospice is a type of healthcare facility focused on providing care, comfort, and support for patients who are 

terminally ill or have a ( life-limiting ) illness, as well as their families. 
 「ホスピスとは、終末期の患者や生命を脅かす病気の患者とその家族に対して、ケアや安らぎ、サポー

トを提供することに重点を置いた医療施設の一種である」 
 他の選択肢の意味は、(a) life-saving 「命を救う、救命の」、(b) life-treating 「命を扱う」、(d) life-giving 

「命を与える」である。 
 or の前の “are terminally ill” に近い意味の表現を選ぶ。 
 
(2) (a) These organizations recognized the need for specialized care for people who were dying and set about improving 

the quality of care ( available ) for those who needed it. 
「これらの組織は、死にゆく人々のための専門的なケアの必要性を認識し、それを必要とする人々が利

用できるケアの質を向上させることに着手した」 
他の選択肢の意味は、(b) predictable 「予測可能な」、(c) communicable 「伝達可能な、伝染性の」、(d) 
movable 「動かせる、可動の」である。 
直前の名詞 care を修飾して文脈にあう形容詞を選ぶ。 

 
(3) (b) Concerned about patients’ experience of dying, Saunders decided to create a facility dedicated to helping patients 

( manage ) their symptoms and maintain their quality of life in their final months, weeks, or days. 
「サンダースは、患者が死にゆく過程を経験することへの配慮から、患者が自らの症状を管理し、最後

の数ヶ月、数週間、数日の生活の質を維持するのを助けることを専門とする施設を作ることを決意した」 
他の選択肢の意味は、(a) complete 「終わらせる」、(c) arrange 「整える、整理する」、(d) ignore 「無視
する」である。 
ホスピスという施設の性質上もっとも適切な動詞を選ぶ。前文の pain control も参考になる。 

 
(4) (d) In Saunders’ view, dying patients need specialized, holistic care, which emphasizes the importance of treating the 

patient as a ( whole ) person rather than a collection of medical symptoms. 
「サンダースの考えでは、死にゆく患者には専門的で全人的なケアが必要であり、そこでは患者を単な

る医学的症状の集合体としてではなく、一人の人間そのものとして扱うことの重要性が強調されている」 
他の選択肢の意味は、(a) self-aware 「己を知った、自意識過剰の」、(b) weak 「弱い」、(c) secondary 「二
次的な」である。 
which 以下の節は “specialized, holistic care” の説明であることから、holistic の意味が分かっていれば選
択できる。わからなかったとしても、rather than に続く “a collection of medical symptoms” の対立概念と
考えることで選択できる。 

 
(5) (a) Thus, St. Christopher’s Hospice’s mission from the outset was not to focus on curing the underlying illness or 

condition, but rather ( maximizing ) comfort and quality of life. 
「そういうわけで、セント・クリストファーズ・ホスピスの使命は最初から、根底にある疾患や病気を

根治することを主眼とするのではなく、むしろ快適さと生活の質を最大化することであった」 
他の選択肢の意味は、(b) diminishing 「減らすこと、小さくすること」、(c) overusing 「使いすぎること、
乱用すること」、(d) shrinking 「縮めること、縮むこと」である。 



 

第 1段落第 1文に、ホスピスは “focused on providing care, comfort, and support for patients” とあるほか、
同段落第 3文に、 “set about improving the quality of care” とあることから、improving に近い意味で用い
られている maximizing を選ぶ。 
 

(6) (b) St. Christopher’s was quickly recognized as an effective hospice model that should be ( emulated ). 
 「セント・クリストファーズ・ホスピスは、見習うべき有効なホスピスの手本として、すぐに認識され

るようになった」 
他の選択肢の意味は、(a) varied 「異なった、多様な」、(c) abolished 「廃止された」、(d) promised 「約
束された、希望のある」である。 

“an effective hospice model” とあることから推測して選ぶ。 
 

2. ［内容一致］ 
(a) 「セント・クリストファーズ・ホスピスは『第二の我が家』という環境になるようつくられた」 

第 3段落第 3文の内容と合致する。 
 
(b) 「イギリスで最初のホスピスは主として政府によって設立された」 

第 1段落第 2文に “The first hospices in UK were typically set up by local communities, charities, or religious 
organizations” と述べられていることに反している。 

 
(c) 「ホスピスケアは、主に疾患や病気の原因を治療することに重点を置いている」 

第1段落第1文にホスピスが焦点を当てていることとして、 “providing care, comfort, and support for patients” 
と述べられていること、また空所(   5   )を含む第 3段落第 2文で、根底にある疾患や病気を根治する
ことを主眼とするのではないと示されていることに反している。 

 
(d) 「サンダースは、医療社会事業に注力するために医師を辞めた」 

第 2段落第 6文で医師であったサンダースがホスピス設立の決意をしたことが述べられているが、医師
をやめたという記載はないことから、この選択肢は内容に反している。 

 
(e) 「英国のホスピスの財源は、国民保健サービスと慈善寄付金のみである」 

第 5段落第 3文に “mainly funded by a combination of National Health Service (NHS) and charitable donations” 
とあるが、mainly （主に）であって solely （それのみで）ではないため、内容に反している。 

 
(f) 「患者家族の幸福はイギリスのホスピスにとっての関心事である」 

第 3段落第 4文に、“provided comfort to visiting family members, too” とあり、第 1段落第 1文にホスピス
が焦点を充てることとして患者自身と並んで家族に “care, comfort, and support” を提供することが挙げ
られていることと合致する。 

 
(g) 「英国のホスピスでは、末期患者の多くが利用料を支払わなければならないという理由で強い圧力を受

けている」 
入院費の部分は、第 5段落第 2文に、 “hospice care remains mostly free: meaning patients pay relatively little” 
とあることに反している。 
 

(h) 「サンダースは疼痛管理についての意識を向上させた先駆者であった」 
第 2段落第 5文が根拠となる。その１文のおよその意味は「二人の死と父親の死が、彼女の疼痛制御研
究の動機となった。そして 1972年、『終末期の痛みの本質と管理』と題する、痛みをテーマにした最初
の医学講義のひとつを行った」である。疼痛管理に関する最初の医学講義のひとつを行ったということ

から、彼女がその医学分野における「先駆者」であったと判断できる。 
  



 

 5  長文読解 

1. What happens to people when they eat certain types of snack food? 
「特定の種類の菓子類を食べると、人々にどのようなことが起こるのか」 
正解は(d)の「その菓子を食べると急に気分がよくなる」である。第 4段落の第 1～3では脳内でドーパ
ミンが分泌されると幸福感が急激に高まることが説明されているが、同段落最終 2文において、薬物や
アルコールとともに特定の菓子にも脳の報酬系を刺激する作用があることが述べられている。 

 
2. According to the article, what ingredients make the processed foods addictive? 

「本文によれば、どのような成分によって加工食品が中毒性をもつのか」 
正解は(b)の「炭水化物と脂肪」である。第 7段落第 6～8文が根拠となる。それらのおよその意味は「し
かし、加工度の高い食品は、『炭水化物と脂肪の両方とも不自然なまでに量が多い』ことが多い。このよ

うな食品を食べると、脳を活性化させる炭水化物と脂肪の素早い『ヒット』を得ることになる。そのた

め、私たちは何度もそれらを食べたくなるのだ」である。加工度の高い食品に多量に含まれる炭水化物

と脂肪のセットが、中毒性を生む要因であることがわかる。 
 
3. What makes processed foods notably unnatural? 

「加工食品はなぜ著しく不自然なのか」 
正解は(c)の「それらは糖と脂肪の両方でできている」である。第 7段落第 4、5文が根拠となる。それ
らのおよその意味は「しかも、加工食品には自然界には存在しない成分が含まれていることが多い。『砂

糖と脂肪は自然界では一緒に含まれることはありません』とギアハルトは述べる」である。加工食品が、

天然由来の未加工食品と異なる点は、同段落冒頭から述べられているが、(c)はその 2点目の内容をまと
めたものである。 

 
4. Which of the following statements is NOT true according to the article? 

「本文によれば次の記述のうち正しくないものはどれか」 
正解は(d)の「私たちの脳は遺伝的に、加工されてない食物を強く求めるようになっている」である。こ
の内容の根拠となる記述は見当たらない。他の選択肢については、(a)「クッキー、キャンディー、ソー
ダ、フライドポテトなど、加工度の高い食品には食物繊維が不足している」は、第 7段落第 1文が根拠
となる。(b)「加工度の高い食品には、自然には一緒に存在しない成分が含まれている」は、第 7段落第
4 文が根拠となる。(c)「加工度の高い食品の成分の中には、脳に影響を与え、食べたいという衝動を引
き起こすものがある」は、本文全体を通じて述べられているが、特に第 1段落最終文が根拠となる。 

 
5. Which of the following statements is true according to the article? 

「本文によれば次の記述のうち正しいものはどれか」 
正解は(c)の「加工度の高い食品を食べると、人は見返りを得たように感じる」である。厳密には「見返
りを得た、報酬を得た」ように感じるのは私たちの脳であるが、これ以外の選択肢は明らかな間違いを

含んでいるので、これを正解として選択することになる。脳がある有益な刺激を受けると、それを「報

酬」と見なして、肯定的感情を誘発し、生物による欲求行動を強める仕組みのことを「報酬系」と呼ぶ。

この用語そのものは第 5段落最終文に登場している。これは第 5段落最終文に登場している。私たちが
加工度の高い食品を食べると、中毒になってしまう現象を、脳の報酬系という仕組みから説明している

のが第 5段落最終文である。 
 



 

講評 
 1 ［文法・語法四択］ （標準） 慣用的に使われる表現を問う問題が多かったため、そうした

表現の知識がある生徒が有利だった。また、よく見る単語で

も一般的でない使い方をされている語を選ぶ問題があった。 
 2 ［不要文排除］ （標準） 昨年よりはやや難化していると思われるが、全体の論旨に各

選択肢を位置づけながら読めば適否の判断は十分に可能で

ある。 
 3 ［文中語句整序］ 
 

（やや難） 「グリーンランドの氷床融解における不可逆性」に関する英

文。全ての小問で動詞を含む選択肢が複数あり、昨年度より

難化している。 
 4 ［長文総合］ 
 

（やや易） 「イギリスにおけるホスピスの歴史と現状」に関する英文。

読みやすい英文である。問題形式は変わらず。空所補充も内

容一致問題も比較的解きやすかった。 
 5 ［長文内容一致］ （易） 「加工度の高い食品の中毒性」に関する英文。昨年よりも読

みやすい英文であり、設問も素直で処理しやすく、高得点を

狙いたい。 
 

昨年度と比較して大問 2と 3が難化したものの、大問 5が易化している。目標は 65% 
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